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研究成果の概要（和文）：関東地方から東北地方にかけて9種のアマノリ類が生育していることを明らかにし
た。また、DNAマーカー解析と室内培養実験からスサビノリ×アサクサノリの異質倍数体が東日本にかけて広く
分布していることが示唆され、このうち異質倍数体のほか祖先種のスサビノリとアサクサノリが同所的に生育し
ている自生地も見つかった。さらに、分離した異質倍数体株の中で、ノリ養殖にとって有用形質を持つ優良株も
見つかった。

研究成果の概要（英文）：Nine species of the bladed Bangiales were distributed in Kanto and Tohoku 
regions based on morphological and molecular analyses. The results of culture experiments and 
nuclear DNA marker analyses suggested that allopolyploids derived from interspecific hybridization 
between Neopyropia yezoensis and Neopyropia tenera extensively grow in eastern Japan. Among the 
native habitats, N. yezoensis, N. tenera and their allopolyploids were detected in a habitat. 
Furthermore, we could isolate the allopolyploid strains that exhibited superior characteristics for 
nori cultivation.

研究分野： 水圏生産科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東日本における野生ノリの分布状況を明らかにし、日本新産種の発見も行った。また、本研究によりアマノリ属
でも異質倍数化による同所的種分化が起きていることも推測され、ノリの分類および種分化研究を発展させる新
たな知見が得られた。また、分離した異質倍数体株の中でノリ養殖にとって有用形質を持つ優良株も見つかった
ことから、ノリの品種開発を進めるうえで種間交雑による倍数性育種の重要性を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

現在のノリ養殖株のほとんどは、選抜育種によって育成されたため遺伝的画一化が進

んでいる。しかし、近年ノリの色落ちや温暖化等の影響により、ノリの不作が続くよう

になっている。このため、従来の養殖株とは異なる優良株の育成が求められているが、

そのためには遺伝的変異の拡大を図りながら新たな育種法を導入していく必要がある。

一方、自生地に生育するノリ栽培種や近縁野生種では遺伝的多様性が維持されており、

種間交雑による異質倍数化したハイブリッドの存在も確認されているが、本格的な調査

は実施されていなかった。また、ノリの異質倍数体の生長特性等についてもほとんど調

査されていなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究では、海の栽培植物であるノリの自生地において、①ノリ栽培種と近縁野生種

の分布状況を把握し、②種間交雑による異質倍数化したハイブリッドの探索を行い、育

種素材の収集に取り組んだ。また、収集したハイブリッドから③異質倍数化した系統保

存株を確立し特性把握を行うことで、倍数性育種に向けた基盤構築を目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1) ノリ栽培種と近縁野生種の分布状況の把握 

 関東地方から東北地方にかけて自生する野生ノリを収集し、分類形質に基づく形態観

察、葉緑体 rbc-spacer 領域の塩基配列および葉緑体 rbcL 遺伝子を用いた分子系統解析

を行い、種同定を行った。 

 

(2) 種間交雑による異質倍数化したハイブリッドの探索 

 核遺伝子領域を用いた DNA マーカー解析によって、スサビノリ×アサクサノリの種間

交雑体の探索を行った。また、種間交雑体から分離した糸状体を用いて室内培養を行い、得

られた殻胞子由来および原胞子由来の F1葉状体を核 DNA マーカーで解析し、種間交雑

体の異質倍数化を検証した。 

 

(3) 異質倍数体株の確立と特性把握 

核 DNA マーカー解析で異質倍数化が確認された葉状体から、長期保存培養できる異

質倍数体の糸状体（異質倍数体株）を分離した。さらに、分離した異質倍数体株と同所

的に生育していた祖先種アサクサノリの系統株から殻胞子を放出させ、同一条件下で葉

状体を培養し、生長、葉形、光合成色素含量等の比較を行った。 

 

４．研究成果 

(1) ノリ栽培種と近縁野生種の分布状況 

関東地方から東北地方にかけて自生する野生ノリを採集し、形態観察および DNA 解析を行っ



た結果、スサビノリ、アサクサノリ、スサビノリの隠蔽種、ウタスツノリ、オニアマノリ、ウッ

プルイノリ、マルバアマノリおよびセンジュアマノリの生育が確認された。このうち、房総半島

の自生地でアサクサノリとスサビノリ、スサビノリと隠蔽種がそれぞれ同所的に生育している

ことも明らかになった。宮城県鳴瀬川河口域では、倍数性育種素材として有望なウタスツノリ

の緑色型変異体も見出すことができた。また、伊豆諸島の式根島と八丈島に日本新産種のハイ

タンアマノリが生育していることを明らかにした。これらのことから、本研究により、関東地方

から東北地方にかけて 9 種の野生ノリが生育していることを確認し、採集した葉状体からそれ

ぞれ接合胞子を放出させて室内培養することにより，遺伝資源として長期系統保存できる

糸状体株の分離・確立を行った。 

 

(2) 種間交雑による異質倍数化したハイブリッドの探索 

関東地方から東北地方にかけて 10 地点の自生地で採集したサンプルを用いて、葉緑体

rbc-spacer 領域のシーケンス解析に加えて、核 DNA マーカー解析を行った結果、5 地点で

計 68 個体のスサビノリ×アサクサノリの種間交雑体の生育を確認した。このことから、ス

サビノリ×アサクサノリの種間交雑体を多く見出すことができ、長期保存培養できるハイ

ブリッド糸状体株を分離・確立することができた。このうち、3 地点から分離したハイブリ

ッド糸状体から殻胞子を放出させ、殻胞子由来および原胞子由来の葉状体を核 DNA マーカ

ーで解析した結果、いずれもスサビノリ×アサクサノリの異質倍数体であることが明らか

になった。このことから、東日本の太平洋側では、スサビノリ×アサクサノリの異質倍数体

が広範囲に分布していることが示唆された。異質倍数体の自生地の 1 地点では、生育して

いる個体のほとんどが異質倍数体の葉状体で、僅かに祖先種のアサクサノリが生育してい

ることも推定された。また、別の自生地では、スサビノリ×アサクサノリの異質倍数体のほ

か、祖先種のスサビノリとアサクサノリも同所的に生育していたため、アマノリ属でも同所

的種分化が起きていることが推測された。 

 

(3) 異質倍数体株の確立の特性把握 

 DNA マーカー解析によって明らかになった異質倍数体の自生地 3 地点から、室内培養に

よってそれぞれ長期保存培養できる異質倍数体の糸状体株を分離・確立することができた。

このうち、異質倍数体の葉状体が多い自生地から分離した異質倍数体株と同所的に生育し

ていた祖先種アサクサノリの糸状体株を用いて、殻胞子を放出させ同一条件下で葉状体を

室内培養したところ、祖先種に比べて細葉で大きく生長する異質倍数体株が存在すること

を明らかにした。また、別地域由来の異質倍数体株と同所的に生育していたアサクサノリの

糸状体株を用いて、温度 3 条件下で室内培養したところ、異質倍数体株の葉状体はいずれ

の条件でもアサクサノリに比べて大きく生長した。この異質倍数体株は稔性も低く、フィコ

エリスリン含量も有意に高かった。このように、分離した異質倍数体株の中で、ノリ養殖に

とって有用形質を持った異質倍数体株が見つかったことから、今後、さらに自生地から異質

倍数体株の分離・確立および種間交雑による倍数性育種を進めることにより、ノリ優良株の

収集・作出が期待される。 
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